
天

界

第
四
十
號

（
第
四
憲
）
　
大
正
十
三
年
五
月
號

土

星

の

話

理
學
博
士
故
一

戸

直

藏

13S

　
　
望
遠
鏡
で
天
白
々
見
ろ
時
に
興
味
の
あ
る
も
の
が
案
外
少
い
う
ち
で
、
環
に
取
り
巻
か
れ
力
土
星
の
異
様
な
有
様
に
、
多
く
の
人
々
の
印
象
に
最
も
深
く
残
る
も
の

　
で
あ
り
、
宰
宙
の
紳
門
々
感
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
ら
う
Q
今
年
ほ
土
星
ほ
乙
女
座
の
東
部
に
あ
っ
て
、
今
や
宥
の
観
望
に
都
合
の
よ
い
畦
期
ご
な
り
っ
・
あ
ろ
。

　
　
本
稿
は
故
「
戸
先
生
が
何
か
の
維
誌
に
寄
稿
の
目
的
で
執
再
々
試
み
ら
れ
六
も
の
で
あ
ら
う
マ
」
思
ふ
が
、
緒
言
ぜ
土
星
の
環
及
び
衛
星
の
獲
見
に
幽
す
ろ
歴
史
が
蓮

　
べ
ら
れ
て
る
る
だ
け
で
，
未
完
の
ま
・
で
先
生
の
筐
底
深
く
牧
め
ら
れ
て
居
ハ
も
の
で
あ
ろ
。
近
頃
偶
然
之
な
獲
見
し
て
通
賢
し
た
庭
、
本
誌
の
讃
者
の
れ
め
に
疹
考

　
ビ
な
る
べ
き
も
の
が
あ
ろ
ご
思
づ
⊂
、
多
少
の
不
備
か
出
す
寄
稿
す
ろ
次
第
で
あ
ろ
。
八
章
の
途
中
で
原
稿
が
中
絶
し
て
ゐ
土
の
で
、
最
後
の
数
行
ほ
余
の
追
加
し
六

　
も
の
で
あ
る
。
右
の
次
第
で
あ
る
か
ら
不
完
全
な
黙
ば
之
加
諒
と
し
て
、
土
星
観
望
の
栞
こ
も
ぜ
ら
ろ
・
な
ち
ば
幸
で
あ
る
。

　
　
術
土
星
に
就
て
に
天
壌
月
報
第
七
巷
第
二
號
の
早
乙
女
氏
の
「
土
星
の
環
ご
衛
星
芝
」
及
び
本
誌
第
一
巻
第
四
號
の
山
本
氏
の
「
土
星
輪
の
出
発
」
等
甲
南
蜜
す
べ
斗
論

　
文
で
あ
ら
づ
。
（
紳
田
茂
）

　
天
竺
に
藪
多
見
受
け
ら
れ
て
居
る
星
の
中
に
五
個
の
も
の
が
、
別
し
て
人
々
の
注
意
を
引
き
、
所
謂
五
星
－
こ
出
せ
ら
る
・
襟
に
な
っ
た
の
は
遠
い

昔
の
こ
一
こ
で
あ
る
。
今
日
・
こ
難
も
天
衆
を
仰
い
で
、
其
の
中
に
性
質
を
異
に
し
た
五
個
の
星
の
あ
る
こ
ミ
を
薫
別
し
得
る
人
は
至
っ
て
少
な
い
の
に

古
人
は
毎
夜
晶
々
青
天
井
に
大
々
－
こ
し
て
輝
い
て
居
る
星
辰
を
注
意
し
、
無
藪
の
星
は
何
れ
も
蒼
室
に
固
定
し
て
居
り
、
書
室
か
一
嵩
駕
し
て
廻
る

こ
・
こ
を
知
り
得
た
の
は
天
文
學
上
の
一
大
獲
見
て
あ
る
。
而
か
も
夏
に
一
歩
を
進
め
て
其
中
に
其
様
に
固
定
し
た
星
の
中
を
族
行
ず
る
星
の
あ
る
こ

ミ
を
知
っ
た
の
は
、
一
大
貢
献
で
あ
る
。
其
中
で
金
星
や
、
火
星
の
如
き
は
其
驚
動
の
速
き
こ
ε
か
ら
も
光
輝
の
憂
化
の
著
し
い
こ
ミ
か
ら
で
も
注

意
を
引
く
で
あ
ら
う
。
夏
に
太
陽
出
浸
時
の
近
く
に
於
て
の
み
出
現
す
る
水
星
は
矢
張
り
蓮
動
の
速
い
踏
め
、
困
難
な
が
ら
も
其
特
性
を
看
破
せ
ら

れ
、
木
星
は
運
動
が
割
合
に
邊
い
け
れ
㍗
こ
も
、
其
光
の
強
い
爲
め
矢
張
り
、
同
一
部
類
の
星
で
あ
る
唱
こ
知
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
一
こ
思
ふ
が
、
其
光
度

が
一
等
星
位
で
運
動
の
邊
い
土
星
も
矢
張
り
其
部
類
に
得
す
る
こ
ε
を
知
っ
た
の
は
た
し
か
に
天
文
學
上
の
大
進
歩
ミ
言
は
ざ
る
を
得
ぬ
．

（
一
）
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（
二
）

　
か
く
て
五
個
の
星
が
、
五
行
に
配
せ
ら
れ
て
、
支
那
で
は
水
氣
の
辰
星
、
金
儲
の
太
白
、
火
氣
の
焚
惑
，
木
氣
の
歳
星
、

れ
、
夏
に
是
等
を
五
常
や
、
四
季
や
、
方
向
や
、
五
事
等
に
配
し
て
是
等
の
星
を
天
地
萬
物
の
根
源
ご
し
た
。

辰太墳焚歳
星
名

星白星惑星

北畷南東高

冬畷麟塁

水金下火木五
　　　　　行

智義信禮掌屈
　　　　　常

言車争貌五
　　　　事

土
量
の
填
星
ε
構
せ
ら

　
若
し
聰
れ
、
喜
雨
の
徳
に
聾
し
て
は
「
仁
義
禮
智
以
レ
信
用
レ
圭
」
，
又
曰
く
思
事
也
、
貌
言
覗
聴
坦
レ
心
爲
〆
主
爲
レ
正
、
故
四
道
皆
失
レ
唄
乃
爲
一
之
動
↓
又

日
「
天
子
之
閣
筆
、
天
子
崇
信
、
羊
肉
星
大
動
」
な
㍗
こ
の
言
が
あ
る
。
之
を
以
て
考
ふ
れ
ば
支
那
で
は
土
星
は
嘗
て
重
き
を
な
し
九
星
で
あ
る
。
所

が
西
洋
で
は
此
星
は
時
の
神
、
命
蓮
の
愚
な
る
の
皿
山
口
入
・
日
を
表
象
す
る
も
の
ミ
せ
ら
れ
て
、
歳
星
．
た
る
㍉
．
困
纂
。
．
こ
そ
神
位
人
の
父
を
表
象
す
る
も
の

マ
」
せ
ら
れ
て
居
る
。
佛
の
フ
ラ
ン
マ
リ
オ
ン
は
其
著
通
俗
天
文
、
學
に
於
て
「
土
星
は
適
し
位
を
退
け
ら
れ
、
流
さ
れ
た
帝
王
・
こ
考
へ
ら
れ
た
、
…
…

…
此
古
い
思
想
は
現
今
ま
で
も
残
っ
て
居
り
、
彼
の
驚
く
べ
き
環
を
以
っ
て
取
巻
か
れ
て
居
る
此
星
も
古
來
の
傳
説
を
漕
や
す
力
な
く
、
却
っ
て
夫

を
確
か
む
る
が
如
き
傾
向
が
あ
る
。
余
は
千
八
百
七
十
九
年
上
詩
人
ヴ
イ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
・
こ
画
影
に
つ
き
語
る
の
光
榮
を
得
た
、
其
時
彼
れ
は

自
分
の
考
で
は
土
星
は
牢
屋
か
叉
は
地
獄
で
あ
る
怪
き
も
の
、
こ
言
は
れ
た
」
－
こ
記
し
て
居
る
。
余
は
次
ぎ
に
土
星
か
コ
パ
ル
ニ
ク
ス
以
後
歴
史
ε
如

何
な
る
學
者
－
こ
如
何
な
る
關
係
を
結
ぶ
に
至
っ
た
か
、
其
身
鮎
を
紹
介
し
よ
う
「
こ
思
ふ
。

　
千
六
百
＋
年
は
天
文
二
上
記
念
す
べ
き
年
で
、
ガ
リ
レ
オ
の
望
遠
鏡
が
此
年
始
め
て
天
室
の
星
に
向
け
ら
れ
た
こ
ε
は
、
曲
者
の
知
る
通
り
で
あ

る
。
此
年
彼
れ
は
勿
論
此
慶
帝
を
も
窺
は
す
に
は
置
か
な
か
っ
た
。
驚
く
短
し
，
此
期
が
同
年
の
七
月
、
只
三
十
倍
の
今
夏
で
云
へ
ば
至
っ
て
粗
末

な
望
遠
鏡
に
入
る
ご
共
に
常
な
ら
ざ
る
形
相
を
示
し
た
。
此
劇
壇
を
な
し
た
ガ
リ
レ
オ
が
、
猫
逸
の
ケ
プ
レ
ル
に
次
ぎ
の
様
な
際
語
を
途
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
O
Q
旨
碧
ヨ
ヨ
自
8
毛
。
Φ
琶
曾
日
一
び
≦
日
8
く
α
q
掌
鍵
一
吸
貌

之
を
受
取
つ
た
ケ
プ
レ
ル
は
色
々
考
へ
て
見
た
が
、
ぐ
」
て
も
此
文
字
を
引
き
得
る
字
引
も
な
い
の
で
、
楽
章
自
分
は
火
星
の
衛
星
が
な
い
だ
ら
う
か

噌
こ
思
ふ
て
居
た
の
で
早
速
其
積
り
で
無
理
に
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㌶
ぜ
。
μ
葺
ぴ
酬
ψ
臨
器
彰
’
σ
鶏
6
旨
．
塁
ε
巨
§
噌
『
署
9
3

ミ
綴
の
直
し
た
相
で
あ
る
。
其
の
意
味
は
火
星
に
二
個
の
衛
星
あ
り
ε
の
こ
一
こ
だ
相
だ
が
。
ガ
リ
レ
オ
の
意
味
は

　
　
　
　
　
　
≧
箭
凱
舅
く
ヨ
ニ
彗
馨
口
5
3
「
㈹
①
3
ぎ
く
ヨ
0
7
認
署
餌
三

ε
言
ふ
の
で
其
義
は
最
も
建
い
惑
星
が
左
右
に
…
個
づ
」
の
星
を
有
し
た
三
章
に
観
ら
れ
た
、
こ
云
ふ
の
だ
相
で
あ
る
。
岡
の
ω
は
か
リ
ン
オ
の
見
た

土
星
で
あ
る
。
然
る
に
其
後
彼
れ
は
6
1
績
き
此
星
を
注
意
し
た
所
か
、
不
導
爆
に
も
其
左
右
の
雨
星
が
小
さ
く
な
り
、
千
六
百
十
二
年
の
十
二
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
失
せ
て
見
え
な
く
な
っ
た
、
、
此
時
ガ
リ
レ
オ
は
大
い
に
．
驚
き
臓
つ
怪
ん
で
曾
て
あ
ろ
様

に
思
は
れ
た
の
は
其
實
望
遠
鏡
に
欺
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
，
こ
ま
で
叫
ん
だ
相
で
あ
る
。

或
は
曰
く
、
彼
は
其
以
後
土
星
を
見
る
こ
S
を
せ
す
，
實
際
環
の
あ
る
こ
ε
を
知
ら
す
に

死
ん
だ
・
こ
。

　
併
し
千
六
百
十
四
年
に
シ
ャ
イ
ネ
ル
が
土
星
を
見
た
時
に
は
再
び
三
重
に
な
っ
て
居

　
　
　
　
　

た
。
圖
の
1
1
は
彼
の
満
い
た
も
の
で
あ
る
。
其
後
リ
シ
オ
リ
や
ヘ
ヴ
イ
リ
ゥ
ス
な
一
ご
に
観

測
せ
ら
れ
た
が
、
其
形
歌
は
色
ぜ
奇
妙
な
図
化
を
し
て
見
え
た
。
土
星
は
果
し
て
如
何
な

る
も
の
か
分
ら
な
か
っ
た
。
其
後
フ
イ
グ
ン
ス
は
大
き
な
望
遠
鏡
を
作
り
。
土
星
を
槻
測

し
て
居
っ
た
、
所
が
千
六
百
五
十
五
年
三
月
世
五
ロ
の
夜
に
一
個
の
衛
星
が
土
星
を
廻
っ

て
居
る
こ
ε
を
二
見
1
4
た
。
帥
ち
チ
タ
ン
（
，
『
口
↓
弓
）
で
あ
る
。
夏
に
進
ん
で
彼
れ
は
翌
年

の
三
月
ま
で
に
知
ら
れ
た
材
料
を
吟
味
し
て
土
星
の
不
思
議
な
形
を
論
明
せ
ん
S
し
た
、

彼
の
努
力
は
遽
に
功
を
悪
し
、
五
十
年
間
人
々
の
心
を
迷
は
し
た
、
問
題
を
解
決
す
る
こ

ε
が
出
來
た
。
帥
ち
土
星
が
李
た
い
環
を
以
っ
て
取
巻
か
れ
て
居
り
、
其
星
の
準
面
が
黄

道
S
あ
る
傾
斜
を
な
し
て
居
る
ミ
す
れ
ば
從
來
の
観
測
が
設
明
せ
ら
れ
る
こ
ε
を
知
っ
た
。
か
く
て
此
登
見
を
ば
千
六
百
五
十
九
年
に

　
　
　
　
　
　
彗
星
2
雪
8
8
6
島
9
。
8
7
q
ず
噛
藝
一
一
星
雪
目
言
．
ぎ
弓
弓
コ
。
。
8
署
貞
昌
・
・
n
三
【
＝
彗
葦

ミ
云
ふ
隠
語
で
蛮
表
し
た
、
之
れ
は
其
實

　
　
　
〉
コ
ロ
5
0
9
昌
ぴ
q
剛
ε
「
贈
8
塁
一
●
一
昌
碧
。
り
巨
麟
ρ
舞
ヨ
2
一
舅
。
鳶
口
宕
●
包
φ
自
ぢ
牙
ヨ
5
ぎ
。
躍
轟
ざ
・

（
三
）
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（
四
）

を
層
形
し
た
も
の
で
、
土
星
は
薄
い
李
た
い
黄
塵
こ
傾
い
た
環
を
以
て
取
巻
か
れ
て
居
り
、
而
か
も
環
は
何
庭
で
も
中
央
の
星
に
接
し
て
居
ら
ぬ
ε
の

意
味
で
あ
る
相
だ
。
フ
ィ
ゲ
ン
ス
ぐ
」
言
へ
ば
光
を
波
動
で
説
明
し
た
大
家
で
あ
る
が
、
其
當
時
の
學
者
の
多
く
は
彼
の
論
を
冷
笑
し
た
相
で
あ
る
。

用
言
者
は
其
故
郷
に
止
ま
れ
す
，
其
時
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
は
厘
々
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
ブ
イ
ダ
ン
ス
は
上
の
獲
見
か
ら
割
わ
出
し
て
千

六
百
七
十
一
年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
ガ
リ
レ
オ
が
驚
き
怪
ん
だ
襟
に
再
び
土
星
が
左
右
に
星
を
示
さ
す
、
又
ヘ
ヴ
ィ
リ
ウ
ス
が
観
測
し
た

様
な
（
圖
（
宅
）
よ
り
（
＜
【
咽
）
を
見
よ
）
吉
言
古
な
形
を
も
示
さ
す
し
て
好
い
只
一
個
の
星
に
見
、
λ
る
一
こ
予
言
し
た
。
果
せ
る
哉
少
し
く
時
は
早
か
っ
た
が

其
年
の
五
月
に
環
の
な
い
甲
形
の
土
星
を
見
た
。
藪
に
於
て
ブ
イ
ゲ
ン
ス
の
嚢
見
は
充
分
に
澄
明
さ
れ
た
澤
で
あ
る
。

　
而
も
同
じ
千
六
百
七
十
一
年
の
十
月
に
カ
シ
ニ
一
こ
云
ふ
．
學
者
は
更
に
一
個
の
衛
星
を
糞
浸
し
た
、
之
は
ヤ
ペ
ト
ス
（
｝
唱
〔
・
窪
。
・
）
で
あ
る
、
其
翌
年
十

二
月
二
十
三
島
に
彼
れ
は
恥
し
も
一
衛
星
レ
ー
ア
（
力
ず
g
）
を
嚢
懐
し
た
。
彼
は
叉
七
十
五
年
に
土
星
の
環
を
能
く
吟
味
し
た
結
果
、
輝
い
た
薄
い

環
は
黒
い
線
で
二
重
に
分
た
れ
て
見
ゆ
る
こ
書
を
獲
多
し
た
。
此
れ
は
外
環
－
こ
内
環
ξ
の
匠
多
線
で
現
今
も
カ
シ
ニ
線
・
こ
写
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で

あ
る
。
、
其
後
千
六
百
八
十
三
年
三
月
に
カ
シ
ニ
は
更
に
二
掴
の
衛
星
を
幕
見
し
た
。
　
テ
シ
ス
（
目
。
叶
ξ
。
。
）
デ
イ
オ
ー
ネ
（
⊆
。
9
）
壊
れ
で
あ
る
。
十
八

世
紀
に
は
千
七
百
八
十
九
年
に
ハ
ー
シ
ェ
ル
が
夏
に
二
個
の
衛
星
を
見
出
し
た
。
ミ
マ
ス
（
防
雪
罎
盤
）
、
エ
ン
セ
ラ
ド
ス
（
堕
。
。
】
践
自
、
）
が
懸
れ
で
あ
る
。

千
八
百
四
十
八
年
九
月
ボ
ン
ド
が
更
に
一
衛
星
ハ
イ
ペ
リ
オ
ン
（
霞
豪
雪
8
）
を
達
見
し
、
次
で
同
氏
は
千
八
百
五
十
年
十
「
月
に
内
見
の
内
側
に
縮

緬
環
－
こ
号
す
る
弱
い
光
の
環
を
見
出
し
た
。
最
近
に
は
千
八
百
九
十
八
年
及
び
千
九
百
五
年
目
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
H
、
ピ
ケ
リ
ン
グ
は
十
六
．
七
等
星

位
の
微
光
の
こ
衛
星
フ
エ
ー
べ
（
配
δ
ω
げ
①
）
及
び
セ
ミ
ス
（
ぎ
。
邑
。
。
）
を
嚢
見
し
て
、
現
在
で
は
九
個
の
衛
星
ε
三
個
の
環
ミ
が
知
ら
れ
て
み
る
。
（
其

の
中
で
外
環
は
二
個
か
ら
成
り
立
っ
て
る
る
。
）
然
し
今
後
も
爾
大
望
遠
鏡
の
威
力
が
進
む
、
こ
共
に
新
し
い
衛
星
や
．
環
が
見
出
し
得
る
望
が
あ
る
一
こ

思
は
れ
る
。

日
常
生
活
に
於
い
て

吾
入
の
眼
前
に
横
は
る
も
の
を
知
る
こ
一
こ
は

主
允
る
知
識
で
あ
る
。

一

！
パ
ラ
ダ
イ
ス
　
ロ
ス
ト
八
巷
一
九
二
、


